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出典：国土交通省HP
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飼料の輸送形態について

①バラ積み
製品を工場のバラ出荷口から輸送車両（バルク車）へ積載。

バルク車

② トランスバッグ
粉状物質の包装に使われるポリプロピレン製の袋。500kgサイズが一般的。
フォークリフトを用いて輸送車両（平ボディ、ウイングなどのトレーラー車）に積載。

飼料タンクへ搬入

トレーラー車

クレーン車 飼料タンク上で解袋して搬入

③コンテナ
FRP樹脂と金属フレームで出来た簡易コンテナ。
１ｔサイズが一般的。バラ出荷口からの充填が可能。
フォークリフトでトレーラー車に積載。

トレーラー車

搬入バルク車に詰替え積載

バラを出荷口から積載

バルク車

④紙袋
代用乳などの小ロットで使用される包材。通常20kgサイズ。

トレーラー車

写真提供：西日本飼料（株）、明治飼糧（株）、雪印種苗（株）、 （株）ジョーデン・フィード輸送、幸和運輸（株）、ＪＡ鹿児島県経済連

○ 飼料は、輸送量や輸送先、飼料形状などによって様々な形態で輸送が行われている。
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飼料輸送特有の課題

・ 危険を伴う作業の発生
飼料タンクに上る高所作業、添加剤等の投入・混合作業、農家ご
との車両消毒、代用乳や単味飼料等の紙袋（20ｋｇ)の人力積み下
ろし

・ 配送計画を無視した発注への対応
飼料タンクの残量確認不足による直前の発注、発注忘れなどの
手続きの不手際

・ 非効率な配送環境への対応
配合飼料工場の太平洋側への集約化で輸送距離が長距離化、
特殊車両での輸送が多く人手不足、荷積み時の待機時間の発生

○ 飼料輸送は、特殊車両を使用すること、飼料タンクに上って在庫確認や納品を行う高所作業が発生するこ
となどから、物流業界全体で「2024年問題」による人手不足が懸念される中、他の品目と比較して、特に担い
手の確保が困難な状況。

〇 このため、飼料輸送特有の課題に早急に対応しないと、飼料が畜産農家に届かず、畜産業が継続できなく
なる恐れがある。

○ 飼料輸送の現状や課題について、業界自主的な取組に加え、補助事業による実証が進められている。

【飼料輸送特有の課題】
トラックドライバーにかかる負担

飼料輸送の合理化

〇 作業負担の削減と安全性確保、
○ 運賃と附帯業務に対する料金
の明確化（令和７年４月１日より義務化）

〇 飼料の正確な需要把握と効率的 
な配送計画

〇 長時間輸送の削減
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飼料輸送特有の課題＜危険を伴う作業の発生①＞

飼料タンク昇降時の様子
４

○飼料タンクに上る高所作業
＊飼料タンク（３～10m）に上り蓋を開けてバルク車（飼料配送車）から飼料を投入
＊１回の投入に昇降作業が最低２往復（４回の昇り降り）発生

【実際に起こっている落下事故等】
 安全対策のないはしごから足を滑らせて骨折した事故
 高さ６ｍのタンク投入口から地面に墜落した事故
 腐食したタンク上で作業中にタンクもろとも倒壊した事故

上りづらい場所の
タンクへも昇降

腐食した飼料タンクでの
作業も発生

３～10m

提供：（公社）鹿児島県トラック協会飼料・畜産部会、（一社）宮崎県トラック協会飼料・畜産部会

高所作業が大きな負担



飼料輸送特有の課題＜危険を伴う作業の発生②＞

５

○添加剤等の投入・混合作業
＊高さ約３ｍのバルク車に20kgの添加剤等の紙袋を肩に担いで梯子を上り飼料を投入・混合
＊個々の配送先ごとに投入・混合作業が発生

【実際に起こっている問題】
 バルク車に紙袋を担いで上る際に怪我
 添加剤等を混合した後の都度の車両洗浄が必要
 作業の対価が支払われず運送事業者によるサービス対応

バルク車両内部に4～5室
それぞれに投入作業

運送事業者の本来業務
ではない作業（附帯業務）

が大きな負担

バルク車後部のはしごに
20kgの紙袋を担いで上る

バルク車の天井開口部で
添加剤等を手作業で投入

３m

提供：（公社）鹿児島県トラック協会飼料・畜産部会、（一社）宮崎県トラック協会飼料・畜産部会



飼料輸送特有の課題＜配送計画を無視した発注への対応＞

○飼料タンクの残量確認不足による直前の発注や発注忘れなどの手続の不手際
＊在庫確認を怠ったことによる突発的な発注による配送に対応
＊目視での在庫確認に伴う高所作業が発生

【実際に起こっている問題】
 庭先のタンクの在庫確認や発注代行を行う運送事業者が多数
 不規則な配送への対応や多頻度の在庫確認作業に苦慮

在庫確認などの高所作業
（附帯業務）、計画外の配送

が大きな負担

出典：ＪＡ宮崎経済連

タンクに上って在庫確認
↓

高所作業が発生

突発発注
↓

計画外配送の発生 不要な昇降
↓

ドライバーの労働時間増
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飼料輸送特有の課題＜非効率な配送環境への対応＞

７

○配合飼料工場の集約化で輸送距離が長距離化、小口配送への対応
＊特に日本海側の配送先へは長時間かつ長距離の輸送
＊立地状況によって小口配送となり複数回の輸送

【実際に起こっている問題】
 一人の長時間輸送で時間外労働時間の上限規制に抵触するおそれ
 道が狭く大型車が入れない地域や点在する地域への複数回の輸送対応

長時間の労働が
大きな負担

配合飼料工場の立地状況 (注１)

企業数：57社
工場数：102工場

・ 飼料工場は、主に、太平洋側の港湾地
域に立地
・ 畜産主産地から比較的近い港湾が原
料受入港として整備され、そのような港
湾地域への工場の集約が進展

うち全国生産者団体系列の工場：20工場
系列の工場のみ立地
系列と系列以外の工場が立地
系列以外の工場又は畜産以外の工
場のみ立地

注１：公益社団法人配合飼料供給安定機構
「配合飼料産業調査」で回答のあった承認工場
及び承認工場を有する企業

小口配送農家 飼料工場

バルク車３台が２往復

小型
バルク車

帰りは空輸送

小型
バルク車

小型
バルク車

＜小口配送の例＞

太平洋側に工場
が集中



飼料穀物備蓄・流通合理化事業のうち飼料流通合理化対策
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〇 作業負担の削減と安全性確保

トラックドライバーの飼料タンクでの高所作業等の附帯作業の軽減対策を検討・導入する取組が行われている。
（R4年度から当初予算にて実証の取組を支援）

【飼料タンク蓋遠隔開閉装置の導入】

地上からロープを引くと飼料タンク蓋が開閉する装置を導入することで、納品時の飼料タンクへの昇降の頻度が
減少し、附帯作業の削減及び安全性確保に効果。
また、飼料タンク残量の在庫管理センサー等と組み合わせることで、必要最低限の昇降のみで飼料配送を行う
ことが可能となる。

飼料輸送の合理化の取組①

写真提供：ＪA鹿児島県経済連 ９飼料タンク

飼料タンク蓋遠隔開閉装置

飼料タンク下からロープ
を引くと蓋が開閉

導入前

蓋開け（１往復） → 補充 → 蓋閉め（１往復）

導入後

蓋開け（０回） → 補充 → 蓋閉め（０回）

＜納品時の作業削減イメージ＞

昇降回数の削減



飼料輸送の合理化の取組②

〇 その他の取組事例（添加剤等のバルク車への投入作業の軽減）

バルク車への添加剤等投入作業を軽減するために、バルク車の高さに合わせた階段付きの荷台を設置し、
紙袋を担いではしごを上る作業を削減。また、バルク車に転落防止用の柵を設けている。

写真提供：（公社）鹿児島県トラック協会

安全柵
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飼料輸送の合理化の取組③

【取組前】
・適正な在庫管理が行われないことによる
残量不足での突発的な配送発注
・目視での在庫確認や納品に伴う高所作業
の発生

【取組後】
・在庫管理センサーにより適期の配送が可能になり、突発的な発注による輸送
  が削減（高所作業の回数削減）
・在庫管理により配送計画（日時、配送ルート、積載量）が効率的に機能

出典：ＪＡ宮崎経済連

【飼料タンク在庫管理センサーの導入】

〇 飼料の正確な需要把握と効率的な配送計画

効率的な配送管理のためのセンサー等を用いた在庫管理手法を導入する取組が行われている。
（R4年度から当初予算にて実証の取組を支援）

センサーによる在庫管理を行うことで、在庫残量不足による突発的な発注・配送や、飼料タンクに上っての在庫
確認などの高所作業の削減に効果。

11

センサー通知



飼料輸送の合理化の取組④

〇 長時間輸送の削減（ストックポイントの設置）

小口のバラ配送農家が多い地域に、中継地点としてストックポイント(SP)を設置。SPまではトラック（平ボディやウ
イング車）にコンテナを載せてまとめて輸送し、SPからはバルク車にて農家へ配送。

写真提供：ＪＡ鹿児島県経済連

SPにてコンテナ
からバルク車に
詰め替えて
農家へ輸送

小口配送農家

飼料工場

バルク車３台が２往復

【実証前】
工場から農家までバルク車で長距離輸送

【実証後】
操作に特殊技能が必要なバルク車の人員が１名削減
作業時間2.5時間/日/人削減

飼料を搭載した
コンテナを
汎用性の高い
トラックでSPまで
まとめて輸送

小口配送農家

飼料工場

大型トラック
平ボディ・ウイング

バルク車２台が３往復

２台が１往復

小型
バルク車

SP

小型
バルク車

小型
バルク車

帰りは空輸送

大型トラック
平ボディ・ウイング

小型
バルク車

小型
バルク車
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【参考】飼料輸送にかかる通知等

出典：農林水産省HP

地域の飼料輸送体制の維持への協力依頼（令和３年10月）
飼料コストの削減及び安定供給のため、リードタイムの確保についてのチラシを配布しHPで公表

【参考】
荷主と運送事業者の協力による取引環境と長時間労働の改善
に向けたガイドライン（平成30年11月）

出典：（公社）全日本トラック協会HP 13



【参考】飼料輸送にかかる通知等

「配合飼料タンクの安全性確保等の徹底について 」（令和５年６月28日飼料課長通知）
飼料タンクの安全点検、高所作業の負担軽減、飼料残存量の適切な把握及び余裕を持った発注等、飼料タンクの安全性確保等の徹底について
農場管理者及び飼料メーカー等に通知

出典：農林水産省HP 14



今、お願いしたいこと

現 状

畜産生産者、飼料メーカー及び運送事業者の皆様へのお願い

 今後、飼料輸送が安定的に行えなくなる恐れがあり、運べなくなってからでは

手遅れになります。畜産生産者、飼料メーカー及び運送事業者の３者が認識を

一致させ、連携して現状の改善を図ることが急務な状況であることをご理解ください。

○ 飼料輸送の現状理解のお願い

飼料輸送の関係者である畜産生産者、飼料メーカー及び運送事業者

において、今後も安定した飼料輸送を維持するために話し合う場を設け、

課題や解決策を共有してください。

飼料

15

＜飼料の安定供給のために＞



１ 計画的で効率的な飼料輸送を目指してください。（このままでは時間外労働時間の上限規制に抵触し、輸送 

体制が維持できなくなります。）※本年４月１日より、荷主及び物流事業者は、物流効率化のために、

積載効率の向上、荷待ち時間の短縮、荷役時間の短縮等の措置を講じることが努力義務化

 【畜産生産者の皆様】 直前の発注で計画外配送を発生させないよう在庫管理を確実に行ってください。

【飼料メーカーの皆様】直前の発注や急な変更を受けて、運送事業者に負担を生じさせないでください。

  荷待ち時間の削減対策に取り組んでください。

   【運送事業者の皆様】 生産者や飼料メーカーに対して、何か飼料輸送で困っていることはないか、どのように改善

すべきか積極的に投げかけてください。

畜産生産者、飼料メーカー及び運送事業者の皆様へのお願い

○ 現状改善のために取り組んでいただきたいこと

２ 飼料輸送には、附帯作業や危険を伴う作業があり、輸送の担い手であるドライバーが集まりにくくなっている

ため、状況の改善を図ってください。（このままでは担い手不足で、輸送体制が維持できなくなります。）

【１】 附帯作業の位置付けを運送契約に明記してください。

             運送事業者が、飼料タンクへの昇降を伴う在庫確認作業や、バルク車への添加剤等の投入作業などを行って

いる場合は、運送以外の役務であるため「附帯業務」にあたります。

             運送契約の締結時には、全ての荷主が運送契約の締結にあたって、運送と運送以外の役務を分けてその内容

や対価等を記載した書面の相互交付をしてください。※本年４月１日より義務化

  【２】 危険作業を削減してください。

農場に設置している飼料タンクの管理者を明確にするとともに、管理者はタンクに腐食や劣化等の安全性の問題

が発生していないか、発生している場合は早急に補修等の対応をするようにしてください。

飼料タンク蓋遠隔開閉装置の設置を検討するなど、危険な作業を少しでも削減する取り組みをしてください。

＜飼料の安定供給のために＞
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【参考】運送契約締結時の書面交付義務化

出典：国土交通省HP
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【参考】「物流効率化法」理解促進ポータルサイト

改正物流効率化法の地方説明会を開催中
https://www.revised-logistics-act-portal.mlit.go.jp/information/
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